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編集後記

数多くの方々のご協力のもと、今年度も無事に Journal of the Ochanomizu University English 

Society第 13巻を刊行することができました。

2023年度は、英語学（意味論・語用論）がご専門の水野輝之先生を英語圏言語文化コース

にお迎えしました。また、昨年度までコロナ禍により対面での実施を見送っておりましたお茶

の水女子大学英文学会第 15回年次大会及び懇親会を４年ぶりに対面で実施することができま

した。当日は遠方よりお越しくださった OGの方もおられ、旧交を温めることができました。

画面越しではなく、直接お目にかかってお話しできることの有り難みを感じる大変有意義な一

日となりました。一方で、海外ではウクライナに続き中東情勢が緊迫化し、国内でも元日に能

登半島地震が発生するなど、先行きが不透明な時代にあります。落ち着いて学問と向き合うこ

とが難しい時代ですが、それぞれの分野において貢献すべく努力する心構えが試されていると

言えるのかもしれません。

今年度のジャーナルは収録論文数が１本となりますが、お一人でも多くの方に届くことを

願ってお届けいたします。

本巻の刊行に際し、今回も数多くの方々にご協力をいただきました。特に、論文を査読して

くださった先生方、編集作業を行ってくださった編集委員会の皆様、校正・印刷をして下さっ

た能登印刷様には厚く御礼申し上げます。

お茶の水女子大学英文学会会長　野口　徹
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